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汎用機能

CADPAC-CREATOR Ver.15.5 で追加 ・ 拡張 ・ 変更 ・ 削除された機能の概要をまとめます。

機能の詳細は、 オンラインヘルプにてご確認ください。 （Ver.15.0 からの差分です）

[****/****] は、 該当のオンラインヘルプとなります。  

Ver.15.5 新機能

 1. PDF 入力 PDF ファイルを読み込み、 本システムの図面に取り込む新コマンドが

追加されました。

 2. Jw_cad 出力

PDF ファイルのベクトルデータおよび文字列を本システムの基本要

素 （線分、 円弧、 文字列） として取り込みます。

PDF ファイルの要素に色彩がある場合、 本システムに取り込む際

に、 同じ色彩 （近似値） として取り込みます。  

塗り潰し要素として取り込める場合は、 取り込みます。

マルチページの PDF は各ページごとに図面 （別図面かバインダ

ー図面かを指定） に取り込まれます。

それ以外の要素 （画像やイメージなど） は、 本システムに外部デ

ータ貼付の要素 （XCDF） として取り込みます。

[ ファイル / 外部入力 /PDF 入力 ]

・

・

 

・

・

・

［PDF ファイルの図面］ ［CADPAC に取り込み］

→

Jw_cad 出力を SXF 対応拡張形式で出力できるようにし、 合わせて出

力の詳細な設定ができるようプログラムを新たに作り直しました。

・ 出力フォーマットは、 Jw_cad の Ver.7.11 形式です。

・ 色彩と線種は SXF 対応拡張形式で出力することが可能です。

・ Jwc 形式では出力できません。

[ ファイル / 外部出力 /Iw_cad 出力］
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 3. ネットワークライセンス ネットワークライセンスを持ち出した場合、 ライセンス返却ボタンに秒まで

表示するように変更しました。

タイムゾーンの変更を行った場合、 日本時間でのライセンス期限

23:59:59 は、 現地時間では同時刻ではないため、 現地時間の何時が

期限かわかるように、 時刻 （時分秒） も合わせて表示されます。

[ ネットワークライセンス / ネットワークライセンスの持ち出し ]

 4. 円寸法　弧長 円寸法の弧長寸法で、 補助記号の円弧を寸法値の前に付けるモードを

追加しました。

[ 作図 / 寸法 / 円寸法 ]

 5. 重複線消去

6. ニュートラルモード ニュートラルモードの編集コマンド起動時に、 要素上で ALT ＋マウス右

ボタンでポップアップメニューを表示した場合、 右ボタンを離してもポップ

アップメニューが消えないようにしました。

[ 基本操作 2/ ニュートラルモードの編集コマンド起動 ]

重複線消去開始の時、 CSB の ［実行ボタン］ をクリックせず、 マウス右

ボタンで開始できるようになりました。

[ 編集 / 消去 / 重複線 ]
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 7. ツールバー編集 ツールバー編集の作業中、 アイコンを複写 ・ 移動する際は、

専用のメッセージを表示させるようにしました。

[ 補助 / ツールバー編集 ]

 8. CADPAC View

　　（iPad 送信）

CADPAC View は ios で本システムの図面を閲覧するビューアですが、

デバイスに 「iPhon」 が追加されました。

本システムからは、 iPad 送信コマンドにより図面データを変換し、

対象デバイスに図面を送信します。

[ ファイル / 送信 /iPad 送信 ]

 9. トレーニングマニュアル 本システムをインストールすると、 デスクトップに 「トレーニングマニュア

ル」 のショートカットが作成されクリックすると、 PDF ファイルの操作トレ

ーニングが開くようにしました。

[ デスクトップにショートカット ]

→
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機械オプション

 1. 2010 注釈 2010 注釈は、 「タップ」 「穴」 「ドリル穴」 「深ざぐり」 「皿ざぐり」 で作

成した要素に対し、 JIS B 0001 機械製図　2010 年改正版に対応した注

釈を作図する新コマンドです。

従来版では、 「タップ」 「穴」 「深ざぐり」 「皿ざぐり」 には専用の注釈コ

マンドがありましたが、 2010 注釈コマンドより、 一括で注釈を作図できる

ようになりました。

また注釈専用ダイアログボックスにより、 素早く注釈を作成することがで

きるようになりました。

 2. 全破線

（皿ざぐり、 深ざぐり、

穴作図、 穴変換）

皿ざぐり、 深ざぐり、 穴作図、 穴変換のコマンドの設定に、 全破線の

時の線種 ・ 線幅 ・ 色彩の設定が追加されました。

[ オプション / 機械 / 機械定型 3/ 皿ざぐり ]

[ オプション / 機械 / 機械定型 3/ 深ざぐり ]

[ オプション / 機械 / 機械定型 3/ 穴作図 ]

[ オプション / 機械 / 機械定型 3/ 穴変換 ]


